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東
京
支
部
総
会
報
告

.
9
2
年
度
東
京
支
部
総
会
は
四
月
二
十
四

日
、
国
立
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

出
席
者
七
十
三
名
、
委
任
状
提
出
者
二

百
七
十
八
名
で
会
は
成
立
。
峯
川
支
部
長

の
挨
拶
、
.
9
2
年
度
専
業
報
告
、
決
算
報
告

に
続
い
て
審
議
事
項
に
入
っ
た
。

.
9
3
年
度
事
業
計
画
、
予
事
案
に
続
き
、

支
部
規
約
の
一
部
改
正
が
提
案
さ
れ
た
。

支
部
長
よ
り
改
正
案
に
つ
い
て
、
現
状
に

合
わ
な
く
な
っ
た
箇
所
、
わ
か
り
や
す
い

表
現
に
改
め
た
箇
所
等
説
明
が
あ
り
審
議

の
詰
果
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
(
従
っ

て
、
支
部
総
会
の
ご
案
内
と
一
緒
に
お
送

り
し
た
支
部
規
約
改
正
案
が
そ
の
ま
ま
新

し
い
支
部
規
約
と
な
り
ま
す
の
で
改
正
案

と
い
う
言
葉
を
消
し
て
い
た
だ
き
支
部
規

約
と
し
て
保
有
し
て
く
だ
さ
い
。
)

J
A
U
W
青
木
会
長
の
挨
拶
の
後
、
.
9
5

I
F
U
W
日
本
大
会
準
備
委
貝
会
、
募
金

委
貝
長
加
藤
恭
子
さ
ん
が
、
昨
今
の
厳
し

い
経
済
事
情
の
中
、
会
貝
の
多
大
な
募
金

の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
話
さ
れ
た
。

議
事
終
了
後
、
お
菓
子
と
お
茶
が
配
ら

れ
、
休
憩
の
後
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
教

授

藤
原
正
彦
氏
の
講
演
「
数
学
と
文
学

の
は
ぎ
ま
で
」
を
拝
聴
し
た
。(

吉
田
桂
子
)

熊
本
通
常
総
会

三
月
三
十
一
日
総
会
前
日
、
午
後
よ
り

熊
本
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
ホ
テ
ル
に
於
い
て
支

部
長
会
・
評
議
委
貝
会
が
開
催
さ
れ
、
夕

刻
六
時
か
ら
は
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

会
は
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら

の
ゲ
ス
ト
を
遡
、
え
、
地
方
色
豊
か
な
踊
り

や
歌
を
聴
き
な
が
ら
他
支
部
の
方
々
と
の

親
睦
を
図
る
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

翌
四
月
一
日
総
会
当
日
。
出
席
者
一
六

三
名
、
出
席
支
部
・
二
十
二
支
部
、
欠
席

支
部
・
十
支
部
。

開
会
の
辞
の
後
、
物
故
会
貝
の
冥
福
を

祈
っ
て
仝
貝
黙
鴛
。
次
に
各
委
貝
会
・
支

部
等
の
報
告
、
審
議
、
懇
談
へ
と
続
い
た
。

審
議
事
項
で
は
国
内
、
国
外
奨
学
委
貝

会
規
定
の
改
革
案
が
提
出
、
可
決
さ
れ
た
。

懇
談
事
項
で
は
、
秋
の
セ
ミ
ナ
ー
に
つ

い
て
と
、
一
九
九
五
年
に
開
催
さ
れ
る
I

F
U
W
日
本
大
会
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

っ
た
。
そ
の
中
で
日
本
大
会
募
金
委
貝
長

か
ら
の
現
状
説
明
の
後
、
会
貝
か
ら
の
寄

付
の
集
め
方
等
討
議
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は

会
貝
各
位
か
ら
募
っ
て
は
ど
う
か
、
と
い

う
募
金
委
貝
長
の
案
に
対
し
て
、
支
部
単

位
で
集
め
て
ほ
し
い
、
と
い
う
会
貝
か
ら

の
意
見
が
出
さ
れ
た
も
の
で
、
多
数
決
の

結
果
、
前
者
に
決
定
。
こ
の
件
で
は
時
間

を
か
け
た
活
発
な
検
討
が
行
お
れ
た
。

縁
会
も
無
事
縛
了
、
次
期
開
催
地
も
静

岡
に
決
ま
っ
て
、
熊
本
支
部
か
ら
静
岡
支

部
へ
と
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
て
閉
会
と
な

っ
た
。

(
磯
村
明
子
)

行
事
予
定

4
月
2
4
日

東
京
支
部
総
会
、
於
国
立
教

育
会
館

5
月
8
日

皇
居
見
学

1
8
日

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館

訪
問

(
財
務
)

2
5
日

第
三
回
漫
歩
く
ら
ぶ

6
月
1
2
日

三
越
歌
舞
伎

(
財
務
)

1
6
日

講
演
会
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と

9 7 7

月 月 月

26
-

25 22 1

日 日 日 日

し
て
の
建
築
」

岡
本
宏
氏

「
高
齢
社
会
が
必
要
と
す
る

建
築
」

小
松
正
樹
氏

「
と
も
し
ぴ
」
1
4
号
発
行

老
人
医
療
施
設
浴
風
会
見
学

I
A
U
W
セ
、
・
、
ナ
ー

テ
ー
マ

「
改
め
て
高
齢
者
問

題
を
考
え
る
」
幕
張
メ
ッ
セ

閲
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支
部
総
会
記
念
講
演

「
数
学
と
文
学
の
は
ぎ
ま
で
」

講
師

藤
原
正
彦
氏

(
お
茶
の
水
女
子
大
文
理
学
部
教
授
)

若
い
頃
に
読
み
、
強
い
衝
撃
を
受
け
た

「
流
れ
る
星
は
生
き
て
い
る
」

の
、
あ
の

坊
や
が
ど
ん
な
に
な
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

で
も
、
「
数
学
と
文
学
の
は
ぎ
ま
で
」
ち
ょ

っ
と
難
し
そ
う
、
眠
く
な
ら
な
い
よ
う
に

気
を
付
け
な
く
て
は
と
、
姿
勢
を
正
し
て

待
つ
。
始
ま
っ
て
5
分
も
す
る
と
、
身
を

乗
り
出
し
て
「
ふ
ん
、
ふ
ん
」
う
な
づ
い

て
い
る
我
を
発
見
。

数
学
者
で
あ
り
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
で
も

あ
る
先
生
が
、
数
学
と
文
学
の
共
通
点
や

相
違
点
、
そ
し
て
、
そ
の
両
方
で
ご
活
躍

の
楽
し
さ
や
ご
苦
労
を
数
学
者
ら
し
く
論

理
明
快
に
分
析
し
て
み
せ
て
く
だ
さ
る
。

「
数
学
も
文
学
も
究
極
は
美
で
す
」
我
々

の
想
像
も
つ
か
な
い
数
学
の
世
界
が
あ
る

こ
と
を
初
め
て
知
る
。
夜
の
思
考
は
情
緒

的
で
あ
っ
て
論
理
に
は
適
さ
な
い
こ
と
、

文
学
は
有
限
(
死
)
が
前
提
で
成
り
立
ち
、

数
学
は
永
遠
を
め
ざ
し
て
い
る
こ
と
な
ど

な
ど
、
文
学
の
井
の
申
し
か
知
ら
な
い
私

は
、
あ
ら
た
め
て
文
学
に
つ
い
て
教
え
ら

れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

私
達
は
な
ぜ
か
早
い
時
期
に
、
自
分
を

文
系
と
か
理
系
と
か
と
決
め
つ
け
て
し
ま

い
、
そ
の
中
に
閉
じ
込
も
り
が
ち
だ
け
れ

ど
、
先
生
の
よ
う
に
「
二
足
わ
ら
じ
」
で

思
考
な
き
る
と
、
こ
ん
な
に
も
両
方
が
鮮

や
か
に
見
え
て
く
る
の
か
と
嚇
か
さ
れ
る
。

日
本
で
は
、
武
士
道
の
な
ご
り
で
一
つ

の
こ
と
に
打
ち
込
む
こ
と
が
美
徳
と
さ
れ

る
が
、
欧
米
で
は
、
一
人
の
人
が
多
方
面

で
活
躍
す
る
こ
と
も
多
く
、
ま
た
、
こ
れ

か
ら
は
ま
す
ま
す
そ
れ
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
の
こ
と
。

学
問
で
も
、
色
々
な
分
野
に
亘
る
発
想

が
必
要
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
、
学
問
に

大
事
な
の
は
、
学
力
よ
り
む
し
ろ
一
つ
の

こ
と
に
拘
る
性
格
や
体
力
で
あ
る
こ
と
な

ど
、
日
本
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も

考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

や
は
り
気
象
庁
に
勤
務
さ
れ
な
が
ら
、

作
家
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
お
父
様
の
新
田

次
郎
氏
の
こ
と
、
子
育
て
の
為
に
筆
を
折

ら
れ
た
お
母
様
の
藤
原
て
い
氏
の
こ
と
、

そ
し
て
、
ご
家
接
と
の
心
温
ま
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
な
ど
、
興
味
深
い
お
話
を
伺
い
、
ち

ょ
っ
と
知
的
興
奮
に
酔
い
、
先
生
の
ご
善

書
を
胸
に
家
路
に
つ
い
た
。(

坂
上
栄
美
子
)

著
書
紹
介

「
若
き
数
学
者
の
ア
メ
リ
カ
」

「
数
学
者
の
言
葉
で
は
」

「
数
学
者
の
休
憩
時
間
」

「
迄
か
な
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
」

皇
居
見
学

藤
根

史
子

五
月
八
日
午
後
、
宮
内
庁
書
院
部
首
席

研
究
官
の
川
田
貞
夫
先
生
を
講
師
に
お
迎

え
し
て
、
新
線
の
大
変
美
し
い
皇
居
東
御

苑
の
見
学
会
が
行
わ
れ
た
。

東
御
苑
は
皇
居
の
東
偶
の
、
旧
江
戸
城

の
本
丸
と
二
の
丸
を
中
心
と
し
た
地
域
で
、

苑
内
に
は
徳
川
三
百
年
の
歴
史
を
秘
め
た

多
く
の
建
造
物
や
庭
園
が
残
っ
て
い
る
。

江
戸
城
の
正
門
で
あ
っ
た
大
手
門
前
に

集
合
し
た
参
加
者
四
十
八
名
は
、
川
田
先

生
の
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
説
明
に
聞
き
入
り

な
が
ら
、
大
手
溝
を
渡
り
、
大
手
門
・
三

の
門
・
中
の
門
・
中
雀
門
と
進
ん
で
江
戸

城
の
中
心
本
丸
跡
に
入
っ
て
行
く
。
途
中
、

江
戸
城
が
い
か
に
防
御
に
重
き
を
お
い
て

造
ら
れ
て
い
た
か
の
説
明
を
受
け
る
。
門

は
桝
形
門
形
式
と
よ
ば
れ
る
敵
の
侵
入
を

防
ぎ
や
す
い
構
造
に
を
っ
て
お
り
、
各
門

に
は
同
心
番
所
、
百
人
組
番
所
、
大
番
所

な
ど
が
お
か
れ
て
門
の
警
備
に
あ
た
っ
た

と
い
う
。
ま
た
、
自
然
の
地
形
を
巧
み
に

利
用
し
て
造
ら
れ
た
溝
と
、
高
く
績
み
上

げ
ら
れ
た
見
事
を
石
垣
、
白
壁
と
瓦
屋
根

の
美
し
い
櫓
は
、
敵
の
侵
入
を
阻
ん
だ
こ

と
が
一
目
で
解
る
。

本
丸
御
殿
は
表
向
・
中
臭
・
大
奥
の
三

つ
に
分
か
れ
て
い
て
、
全
部
で
一
三
四
〇

〇
坪
も
あ
り
、
一
六
〇
六
年
に
建
築
さ
れ

て
以
後
五
回
焼
け
、
一
八
六
三
年
の
火
災

を
最
後
に
再
建
さ
れ
な
か
っ
た
。
今
は
焼

け
跡
の
残
る
石
垣
と
、
広
々
と
し
た
芝
生

と
、
鞍
蒼
と
繁
る
木
立
に
当
時
の
栄
華
を

偲
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。
続
い
て
天
守
閣
跡

に
登
る
。
江
戸
の
最
高
地
に
建
て
ら
れ
た

天
守
閣
は
、
五
層
五
階
で
日
本
一
の
威
容

を
誇
っ
た
が
、
完
成
後
僅
か
二
十
年
で
振

袖
火
事
で
焼
失
し
以
後
再
建
さ
れ
な
か
っ

た
。

こ
こ
で
全
貝
で
諦
念
写
費
に
お
さ
ま
り
、

楽
部
・
挑
花
楽
堂
・
青
陵
部
を
経
て
二
の

丸
庭
園
へ
下
る
。
二
の
丸
御
殿
も
四
回
焼

失
し
て
今
は
な

く
、
江
戸
の
町

は
何
と
大
火
が

多
か
っ
た
の
か

と
思
う
。

最
後
は
急
ぎ

足
で
松
原
門
・

平
川
門
を
く
ぐ

り
、
現
在
唯
一

の
木
製
橋
の
平

川
橋
で
解
散
し

た
。好

天
と
新
緑

に
恵
ま
れ
て
、

大
変
楽
し
く
有

意
養
な
見
学
会

だ
っ
た
。



1993牛7月1日ぴしもと(3)第14号

他
支
部
活
動
紹
介

函
館
支
部
便
り

吉
村
公
子

戦
後
の
混
乱
期
い
ち
早
く
帰
函
し
た
米

宣
教
師
の
提
唱
に
よ
り
発
会
し
た
支
部
で

し
た
。
自
明
の
理
な
が
ら
年
数
と
共
に
会

貝
の
高
齢
化
が
進
ん
で
参
り
ま
し
た
。

一
九
八
〇
年
頃
、
急
速
に
体
調
を
崩
し

始
め
た
会
貝
、
老
化
気
味
の
会
貝
が
増
し
、

例
会
の
出
来
な
い
時
期
、
本
部
の
計
画
に

従
い
て
行
け
な
い
時
が
あ
り
ま
し
た
。

丁
度
そ
の
折
、
札
幌
で
の
ー
>
U
W
に
出

席
さ
れ
た
山
崎
怜
子
会
長
に
相
談
致
し
ま

し
た
所
、
「
二
、
三
年
休
会
し
て
は
」
と
の

助
言
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
今
日
ま

で
休
会
の
状
態
を
統
け
た
次
第
で
す
。

そ
の
間
に
は
広
く
門
戸
が
開
か
れ
、
大

学
卒
で
あ
れ
ば
制
約
な
く
入
会
出
来
る
制

度
に
な
っ
た
の
に
無
関
心
に
過
ご
し
、
若

き
後
継
者
を
育
て
な
か
っ
た
無
賃
任
を
痛

感
し
て
お
り
ま
す
。
ゆ
す
り
葉
の
李
を
失

っ
た
無
智
と
も
言
う
べ
き
で
し
ょ
う
。

勿
論
、
脱
会
を
避
け
た
本
部
の
意
向
を

も
考
、
え
、
可
能
な
方
に
も
お
願
い
し
て
き

ま
し
た
が
、
先
輩
の
私
共
の
歩
み
方
が
道

に
な
ら
な
か
っ
た
為
か
、
敬
遠
さ
れ
て
る

次
第
で
す
。
そ
の
間
、
他
界
さ
れ
た
方
六

名
、
転
出
一
名
、
会
貝
六
名
中
二
名
は
在

宅
ケ
ア
の
方
で
す
。
と
に
か
く
再
開
出
来

る
よ
う
努
力
は
惜
し
ま
な
い
つ
も
り
で
す
。

最
高
裁
判
所
を
見
学
し
て

秋
田
圭
子

春
風
齢
満
の
好
日
和
に
恵
ま
れ
た
三
月

二
五
日
最
高
裁
の
門
を
く
ぐ
る
。
平
素
荘

厳
且
つ
近
寄
り
難
い
存
在
の
庁
舎
も
、
内

に
入
る
や
そ
の
美
し
き
に
魅
了
さ
れ
た
。

ご
案
内
は
、
設
計
者
岡
田
新
一
先
生
ご

自
身
と
い
う
光
栄
。
先
生
は
一
九
六
九
年

最
高
裁
新
庁
舎
競
技
設
計
に
応
募
二
一
七

点
中
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
、
国
内
は
も

と
よ
り
海
外
で
も
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

裁
判
所
と
し
て
の
「
品
位
と
重
厚
」
を

茨
城
県
稲
田
花
崗
岩
を
メ
イ
ン
に
、
木
と

織
布
を
素
材
と
し
「
厳
し
さ
と
安
ら
ぎ
」

を
合
方
せ
持
つ
表
現
に
よ
っ
て
内
・
外
の

空
間
の
形
態
を
重
視
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
と

伺
い
、
先
生
の
ご
企
図
と
ご
情
熱
が
見
学

者
の
心
に
伝
お
り
感
動
を
覚
え
る
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
の
天
井
は
織
物
、

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は
、
佃
を
尊
び
全
体
の
調

和
を
図
る
ユ
ニ
ッ
ト
形
式
。
前
庭
は
皇
居

を
借
景
し
、
奥
行
き
と
広
が
り
を
演
出
。

ド
ア
や
通
路
の
ガ
ラ
ス
に
衝
突
防
止
の

彫
金
。
把
手
の
彫
金
も
芸
術
品
。
坪
庭
の

野
ロ
イ
サ
ム
氏
デ
ザ
イ
ン
の
洞
泉
六
基
も

佃
を
中
心
に
リ
ピ
ー
ト
す
る
面
白
さ
。

各
部
共
天
井
部
か
ら
の
自
然
光
採
取
を

基
に
窓
を
極
端
に
セ
ー
ブ
。
床
の
大
理
石

は
磨
き
の
漸
層
法
、
独
特
の
風
合
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
広
場
の
感
覚
、
大
法
程
前

ホ
ー
ル
。
既
成
の
天
井
を
否
定
し
た
逆
ド

ー
ム
。
雲
間
の
太
陽
と
広
場
に
集
う
人
々

を
心
象
。
ア
ル
ミ
材
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
木

の
幹
は
、
中
世
の
裁
判
を
思
ね
せ
る
森
の

イ
メ
ー
ジ
。
国
会
議
事
堂
と
同
軸
上
の
十

字
文
様
下
に
は
、
一
九
七
四
年
完
成
当
時

の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
。

い
よ
い
よ
大
法
廷
。
二
重
の
ガ
ラ
ス
天

井
か
ら
太
陽
の
光
が
入
る
世
界
無
比
の
構

造
は
天
道
に
恥
じ
な
い
公
正
さ
を
表
す
。

デ
ザ
イ
ン
と
技
術
の
平
衡
-
側
面
の
石
と

タ
ヒ
ス
ト
リ
I
は
反
響
と
吸
音
の
役
目
-

肉
声
で
も
充
分
の
音
響
効
果
。
宇
宙
か
ら

見
た
太
陽
と
月
、
昼
と
夜
を
半
抽
象
す
る

タ
ヒ
ス
ト
リ
ー
。
相
反
す
る
も
の
の
調
和
。

徹
底
し
て
正
と
悪
、
強
と
弱
の
調
和
を
モ

チ
ー
フ
と
し
て
い
る
。
桜
材
の
重
厚
を
十

五
人
の
裁
判
官
の
椅
子
は
、
ま
さ
に
正
義

の
シ
ン
ボ
ル
そ
の
も
の
。

小
法
廷
の
丸
天
井
、
側
面
の
イ
タ
リ
I

大
理
石
、
墨
絵
の
タ
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
気
品

と
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
。

完
工
後
二
十
年
の
歳
月
が
感
じ
ら
れ
な

い
新
鮮
さ
に
、
こ
の
建
物
の
永
遠
性
を
願

い

「
創
造
」
に
愁
け
た
建
築
家
の
芸
術
魂

に
深
い
感
銘
を
受
け
た
見
学
で
あ
っ
た
。

先
生
、
企
画
の
諸
姉
に
感
謝
し
っ
つ
。

●
敵
対
者
岡
田
新
一
氏
の
お
便
り
か
ら

「
作
品
は
作
者
(
私
)
の
分
身
で
、
そ
れ

な
り
に
好
ん
で
い
た
だ
き
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
と
嬉
し
い
も
の
で
す
。
そ
れ
に
は

思
い
入
れ
も
あ
り
、
思
想
や
哲
学
も
あ
り

ま
す
の
で
、
建
築
は
生
き
た
も
の
な
の
で

す
。
(
中
峰
)

一
度
訪
問
さ
れ
た
方
が
語
り
つ
ぎ
後
世

に
最
高
裁
と
い
う
建
築
の
持
つ
意
味
を
伝

え
て
下
さ
っ
た
な
ら
ば
望
外
の
幸
い
で
す
」

◎
寄
贈
図
書
紹
介

・
「
地
球
環
境
ク
イ
ズ
」

I
四
〇
八
の
Q
&
A
-

B
・
ア
ド
ラ
ー
蕃

戸
田
清
・
平
野
和
子
訳

お
ね
が
い

財
務
閏
で
は
来
る
九
月
に
行
お
れ
る
セ

ミ
ナ
ー
の
会
場
で
、
例
年
通
り
バ
ザ
ー
を

行
い
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
ご
提
供
品
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ご
寄
付
い
た
だ
け

る
品
を
本
部
宛
、
お
送
り
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
熊
切
富
子
)
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藍
よ
り
驚
く

ー
熊
本
の
淑
石
と
天
葦
-

四
月
二
日
午
前
八
時
、
パ
ス
は
「
熊
本

の
漸
石
を
尋
ね
て
」
に
出
発
す
る
。
前
日

迄
の
総
会
の
緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
た
か
ら

か
、
皆
明
る
い
。
解
説
は
、
熊
本
大
学
法

学
部
(
刑
法
)

田
中
久
智
教
授
。
漱
石
が

熊
本
に
沢
山
の
足
跡
を
残
し
て
い
た
と
は

少
し
も
知
ら
な
か
っ
た
私
は
、
興
味
津
々
。

漱
石
は
七
回
も
引
っ
越
し
て
い
る
。
先

ず
そ
れ
ら
の
旧
居
地
を
巡
る
。
始
め
少
し

お
固
い
か
と
思
わ
れ
た
先
生
の
御
想
心
を

説
明
が
実
に
面
白
い
。
「
…
…
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
実
は
私
は
…
‥
と
思
い
ま
す
」

と
言
わ
れ
る
度
に
皆
の
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
だ
。

時
々
話
さ
れ
る
漱
石
の
私
生
活
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
特
に
興
味
深
い
。

そ
の
後
、
泰
勝
寺
、
漱
石
記
念
館
を
経

て
「
草
枕
」
で
有
名
な
峠
の
茶
屋
、
野
出

の
茶
屋
に
向
か
う
。
こ
の
二
つ
の
茶
屋
の

ど
ち
ら
か
正
し
い
か
は
、
ね
か
ら
な
い
が

「
お
い
」
と
声
を
か
け
た
の
は
、
ど
う
や

ら
野
出
の
茶
屋
の
様
で
あ
る
。
し
か
し
今

は
、
石
碑
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
も
少
し

位
正
が
ず
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
ゆ
か

り
の
郡
古
井
館
で
の
昼
食
の
後
、
パ
ス
は

ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
ホ
テ
ル
に
帰
り
、
名
解
説

者
、
田
中
教
授
に
お
別
れ
す
る
。

午
後
二
時
、
パ
ス
は
、
天
草
へ
と
向
か

う
。
さ
す
か
森
の
都
、
水
の
都
と
呼
ば
れ

る
だ
け
あ
っ
て
美
し
い
線
の
中
に
機
が
日

毎
に
咲
き
は
こ
っ
て
い
く
。
少
し
な
じ
み

に
な
っ
た
町
並
み
を
懐
か
し
ん
で
い
る
う

ち
に
い
つ
の
間
に
か
天
草
五
橋
の
第
一
号

橋
、
天
門
橋
を
渡
り
大
矢
野
島
を
南
下
す

る
と
丘
の
上
に
天
草
四
郎
像
が
あ
っ
た
。

そ
ば
に
立
つ
と
透
き
通
る
程
美
し
い
海
の

遥
か
向
こ
う
に
島
原
半
島
が
の
ぞ
ま
れ
る
。

一
抹
を
起
こ
し
た
時
未
だ
十
六
歳
だ
っ
た

と
の
事
、
思
ね
ず
息
子
達
と
比
べ
て
し
ま

う
。
五
橋
は
松
島
で
為
れ
る
。
「
天
草
松
島
」

と
呼
ば
れ
る
多
鳥
海
の
眺
望
は
あ
き
な
い
。

だ
が
「
一
年
中
し
め
縄
を
飾
っ
て
い
る
家

は
キ
リ
ス
ト
教
で
は
な
い
と
い
う
印
し
で

す
。
」
と
い
う
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
に
改
め

て
往
時
を
偲
ぶ
。

夕
方
海
辺
の
ホ
テ
ル
に
着
く
。
夕
食
前

の
一
時
、
皆
で
丘
の
上
に
登
る
。
紺
碧
の

海
の
美
し
き
に
思
ね
ず
息
を
呑
む
。

新
鮮
な
海
の
幸
豊
か
な
夕
食
を
心
い
く

ま
で
楽
し
ん
だ
後
、
出
井
熊
本
支
部
長
に

紹
介
さ
れ
た
岡
山
の
近
藤
さ
ん
か
ら
、
昨

年
の
I
F
U
W
の
総
会
で
、
出
井
さ
ん
と

御
一
緒
に
ボ
ス
ト
ン
か
ら
メ
イ
ン
州
迄
の

A
A
U
W
の
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
た
経
験

を
お
聞
き
し
、
と
て
も
有
意
裳
だ
っ
た
。

翌
朝
、
舶
本
支
部
の
行
き
届
い
た
御
配

慮
に
感
謝
し
っ
つ
天
草
を
後
に
し
た
。
熊

本
の
皆
様
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(
有
本
玲
子
)

漫
歩
く
ら
ぶ

根
津
弥
生
町
界
隈
め
ぐ
り

第
三
回
漫
歩
く
ら
ぶ
根
津
弥
生
町
界
隈

め
ぐ
り
は
、
五
月
二
五
日
、
さ
わ
や
か
な

好
天
に
恵
ま
れ
、
総
勢
二
六
名
、
お
世
話

役
の
菊
地
さ
ん
の
先
導
で
終
始
な
ご
や
か

に
楽
し
く
歩
き
ま
わ
っ
た
。

定
刻
の
十
一
時
前
に
は
、
千
鱗
木
駅
に

全
員
集
合
。
学
生
時
代
の
面
影
を
僅
か
に

残
す
い
で
た
ち
で
、
皆
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

雰
囲
気
で
あ
る
。
三
々
五
々
、
団
子
坂
を

の
ぼ
り
、
先
ず
森
鴎
外
記
念
館
(
観
潮
楼

跡
)
を
訪
ね
る
。
今
や
、
東
京
湾
の
観
潮

ど
こ
ろ
か
、
二
十
メ
ー
ト
ル
先
の
ビ
ル
に

前
面
を
返
ら
れ
て
、
遠
方
の
視
界
セ
ロ
。

専
ら
室
内
に
展
示
さ
れ
て
い
る
遺
品
を
見

て
廻
る
。
次
は
、
や
ぶ
し
た
通
り
を
歩
い

て
根
津
神
社
へ
。
つ
つ
じ
の
花
が
終
れ
っ

て
、
丁
寧
に
刈
り
込
ま
れ
た
植
栽
に
気
持

よ
く
な
っ
て
諦
念
撮
影
。
ス
ナ
ッ
プ
写
実

割
判
粕
川
牒
諸
′

・
い
i
’
∵
一
、

ヾ

・
は
●

を
撮
り
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
約

一
時
間
。
権
現
様
に
敬
意
を
表
し
な
が
ら

次
は
サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
諦
念
館
へ
。
色
と

り
ど
り
に
飾
ら
れ
た
鉢
樋
の
花
の
洪
水
に

感
嘆
す
る
。
弥
生
坂
を
経
て
、
弥
生
美
術

館
、
竹
久
夢
二
美
術
館
に
辿
り
つ
く
。
し

か
し
、
時
間
も
過
ぎ
、
′
名
画
鑑
賞
よ
り
団

子
を
〃
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
港
屋
で
ハ

ン
バ
ー
グ
、
オ
ム
ラ
イ
ス
な
ど
、
女
学
生

好
み
の
メ
ニ
ュ
ー
で
遅
い
昼
食
を
と
る
。

よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
両
美
術
館
に
入
り

美
人
画
を
眺
め
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
過
ぎ

し
日
の
思
い
に
浸
る
。
せ
っ
か
く
食
欲
が

満
た
さ
れ
だ
の
に
、
大
正
ロ
マ
ン
に
若
き

頃
の
自
分
を
併
せ
み
て
、
多
少
釈
然
と
し

な
い
人
も
い
た
の
か
、
三
時
を
ま
わ
っ
て

自
然
解
散
と
な
り
、
不
忍
池
か
ら
上
野
に

出
る
組
と
、
千
代
田
線
を
利
用
す
る
組
と

に
分
か
れ
て
競
合
し
た
。

最後の手紙(竹久夢二)
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一
千
ジ
ー
フ
ン
ド
大
使
館
見
学

中
野
照
子

五
月
十
八
日
、
朝
の
う
ち
は
小
雨
が
ば

ら
つ
い
て
い
ま
し
た
が
、
大
使
館
に
着
く

頃
は
雨
も
止
み
私
達
は
な
ん
と
な
く
弾
む

心
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
大
使
館
の
玄
関

に
入
り
ま
し
た
。
す
ぐ
前
に
お
庭
が
あ
り
、

雨
後
の
青
葉
が
一
段
と
美
し
く
風
に
揺
れ

て
い
る
の
か
目
に
入
り
ま
し
た
。

や
が
て
大
使
夫
人
M
「
s
.
M
c
D
O
W
生

と
女
性
大
臣
M
i
つ
i
s
{
♀
K
a
手
a
「
i
コ
e
〇
.

R
の
g
a
つ
が
お
い
で
に
な
り
、
美
し
く
エ
レ

ガ
ン
ト
な
大
使
夫
人
か
ら
ご
挨
拶
な
ら
び

に
今
日
講
演
し
て
下
さ
る
大
臣
の
ご
紹
介

が
あ
り
ま
し
た
。
大
臣
は
消
費
省
大
臣
の

他
、
婦
人
問
題
省
、
保
健
福
祉
省
の
政
務

次
官
な
ど
兼
任
さ
れ
、
非
常
に
有
能
な
方

で
あ
る
と
同
時
に
ご
く
自
然
に
現
在
の
職

務
を
全
う
さ
れ
て
い
る
方
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。
篤
い
た
事
に
は
、
二
人
の

お
子
様
が
あ
り
、
政
治
家
、
妻
そ
し
て
母

の
三
役
を
果
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
F
・
ナ

イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
傾
倒
し
て
、
結
婚
前
に

は
看
護
婦
も
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
今
年
で
婦
人
参

政
権
描
行
百
年
目
と
の
こ
と
。
男
性
中
心

の
社
会
だ
っ
た
百
年
前
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
で
、
長
い
試
練
を
経
て
、
し
か
も
平

和
的
に
婦
人
参
政
権
を
穫
待
し
た
の
が
、

日
本
よ
り
五
十
年
以
上
前
の
一
八
九
三
年

で
し
た
。
大
臣
は
二
十
九
番
目
の
女
性
義

貞
で
す
。
現
在
義
貞
全
体
の
1
6
%
が
女
性

議
貝
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
人
達
は
皆
「
ノ

ー
」
と
は
っ
き
り
言
え
る
女
性
た
ち
で
あ

る
こ
と
な
ど
、
興
味
深
く
聞
き
ま
し
た
。

大
臣
は
一
九
七
五
年
、
政
治
と
の
関
わ
り

を
持
ち
始
め
、
自
分
が
八
年
間
補
佐
し
た

議
貝
が
や
め
た
め
と
は
、
自
ら
が
議
員
に

な
る
事
を
心
に
決
め
て
実
行
に
移
さ
れ
ま

し
た
。
私
達
は
、
常
に
受
け
身
で
待
た
ず

に
、
自
分
か
ら
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
調
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

青
木
会
長
も
過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
な

か
駆
け
つ
け
て
ご
挨
拶
。
先
住
民
族
マ
ウ

リ
人
を
め
ぐ
る
質
問
な
ど
相
次
ぎ
ま
し
た

が
、
最
後
は
お
茶
を
頂
き
な
が
ら
、
お
庭

を
眺
め
た
り
、
多
く
の
方
々
と
の
語
ら
い

を
楽
し
み
ま
し
た
。
風
薫
る
五
月
、
通
常

は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
使
館
で
、
す

ぐ
れ
た
女
性
達
の
話
を
お
聞
き
す
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

今
回
の
催
し
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
お
骨
折

り
く
だ
さ
い
ま
し
た
高
林
さ
ん
は
じ
め
財

務
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

強
大
農
政
格
運
動
の
シ
ン
ボ
ル

二
八
九
一
三

図
書
紹
介

<
百
年
龍
み
つ
か
れ
た
名
作
>

「
ド
ッ
ト
ち
ゃ
ん
と
カ
ン
ガ
ル
I
」

エ
セ
ル
・
べ
ド
レ
ー
暮
・
時
校

旭
課

目
が
暮
れ
て
行
く
森
の
中
で
、
ち
っ
ち

ゃ
な
女
の
子
、
「
ド
ッ
ト
」
が
道
に
迷
い
、

恐
れ
お
の
の
い
て
い
る
。
そ
こ
へ
一
匹
の

カ
ン
ガ
ル
ー
が
現
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
物
語

は
始
ま
る
。
そ
の
カ
ン
ガ
ル
ー
が
採
っ
て

く
れ
た
木
い
ち
ご
を
食
べ
た
「
ド
ッ
ト
」

は
、
不
思
議
や
不
思
議
、
森
の
中
の
生
き

物
た
ち
と
自
由
に
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
そ
し
て
カ
ン
ガ
ル
ー
の
お
腹
の
袋
に

入
れ
て
も
ら
っ
て
五
日
間
も
森
の
中
を
さ

ま
よ
う
間
に
、
彼
女
は
次
々
と
今
ま
で
見

た
こ
と
も
な
い
珍
し
い
烏
や
動
物
と
出
会

い
、
楽
し
い
会
話
を
交
お
し
た
り
、
深
い

森
の
中
で
怖
い
思
い
や
危
険
な
目
に
も
あ

う
。
し
か
し
、
親
身
に
な
っ
て
助
け
て
く

れ
た
カ
ン
ガ
ル
ー
の
お
か
げ
で
我
が
家
に

無
事
に
帰
り
着
く
。
(
3
/
鳩
目

日
経
紙

よ
り
抜
粋
、
筆
者
は
時
技
旭
氏
=
訳
者
)

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
一
八
九
九
年
の
初

版
以
来
、
百
年
の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
を
続
け

る
エ
セ
ル
・
べ
ト
レ
ー
女
史
の
名
作
、
「
ド

ッ
ト
ち
ゃ
ん
と
カ
ン
ガ
ル
ー
」
に
、
訳
者

は
二
三
年
前
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
初

出
張
の
時
ふ
と
立
ち
寄
っ
た
書
店
で
出
会

う
。
そ
し
て
幼
い
長
男
に
読
み
聞
か
せ
て

い
る
中
に
、
ド
ッ
ト
と
動
物
た
ち
の
か
ね

い
ら
し
い
交
流
は
勿
論
の
こ
と
、
笑
い
カ

ワ
セ
・
、
ヽ

白
オ
オ
ム
、
カ
モ
ノ
ハ
シ
、
コ

ア
ラ
な
ど
次
々
と
登
場
す
る
烏
や
勅
物
遠

に
魅
せ
ら
れ
こ
の
本
を
訳
し
た
い
、
日
本

の
子
供
達
に
誹
ま
せ
た
い
と
い
う
思
い
に

駆
り
立
て
ら
れ
る
。
後
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
駐
在
、
実
際
に
こ
れ
ら
の
動
物
達
と

の
触
れ
合
い
が
あ
っ
た
こ
と
、
又
作
者
の
、

当
時
既
に
開
拓
で
失
わ
れ
て
い
く
自
然
や

動
物
に
寄
せ
る
深
い
愛
惜
へ
の
共
感
等
が
、

こ
の
本
の
網
訳
に
一
段
と
拍
車
を
か
け
る

結
果
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

◎
今
回
、
訳
者
の
ご
好
意
に
よ
り
、
売

り
上
げ
の
一
部
を
I
A
U
W
に
寄
付
し
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
残
り
は
総
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
野
性
動
物
保
護
団
体

に
寄
付
さ
れ
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

在
住
ま
た
は
旅
行
さ
れ
た
方
は
勿
論
、
こ

れ
か
ら
行
か
れ
る
方
も
、
こ
の
本
の
中
に

出
て
く
る
動
物
達
が
き
っ
と
大
好
き
に
な

ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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1992年度大学婦人協会東京支部決算報告 1993年度予算

1992年4月1日‾1993離謂 1993午4月1日‾19堆謹謂収入の輝

科 目 予算額 決算額 差 額 備 考 予算額 備 考 

I 会 費 収 入 1.060.000 l.213.500 十153.500 2000×003ロ、簾助会員2500×3 1.100.000 2.000×550口 

II基本財産利息収入 100.000 136.047 十36.047 100.000 

Ⅲ 運用財産利息収入 5.000 4.233 -767 5.000 

Ⅳ 寄 付 収 入 200.000 1.022.144 +822.144 寄付、購浪合会費、他 300.000 

Ⅴ 雑 収 入 20.000 32.100 十12.100 入会還付金400×00口他 20.000 入会遭付合他 

当 期 収 入 合 計 1.統語.000 2.408.024 十1.023,024 l.525.000 

前 期 織 豊 金 356.043 356.043 0 l.064.925 

収 入 合 計 1.741.043 2.764.067 十1.023.024 2.589.925 

科 目 予算額 決算額 差 額 備 考 予算額 備 考 

I管 凄 貫 1.000.000 916.544 -83,456 1,090.000 

(1)備 品 費 10.000 0 ー10.000 

文具、封筒、コピー 他 

80.000 

文具、コピー、振込用紙 〈2)消 耗 品 質 45.000 107.752 十62.752 100.000 

(3)印 刷 製 本 貫 75.000 26.422 -48.578 支部お知らせ 他 35.000 支部お知らせ 

(4)通 信 費 330.000 231.570 -98.430 支部お知らせ、本部会報 300.000 支部お知らせ、本部会報 

(5)交 通 費 60.000 72.00 十12.000 

本部への分担金 

75.000 

本部への分担金 (6)事 務 所 貫 100,000 100.0(畑 0 100.0(" 

(7)事 蔦 手 当 380.000 378.8(調 -1.200 事真員給料一部負担 他 400.00 事暮員恰料一部負担 

Ⅲ 運 営 費 85.000 84.822 -178 105.000 

(l)線 会 費 50.000 50.530 +530 会場費、マイク等、菓子代 55,000 会場費、マイク事、菓子代 

(2)委 員 会 費 35.000 34.292 -708 的,000 

血 書 実 費 400.000 513.168 +113.168 ともしぴ12号、購浪合他 650.000 ともしぴ、購機会、他 

Ⅳ 予 備 費 20.000 0 -20.000 20,000 

Ⅴ 基 本 会 議 立 20.000 184.608 +164.608 貰付僧職 200.000 貸付信耗 

当 期 支 出 合 計 1.525.000 1.699.142 +174.142 2.065.000 

次 期 繰 趨 金 216.043 l.064.925 +848.882 524.925 

支 出 合 計 1,74l.043 2.764.067 +1,023.024 2,589.925 

1993年3月31日現在

墓本金財政状況:墓本金 2.514.608 貸付信耗 2.514.608……三井信託銀行 新宿西口支店

運用財政状況:簾越金1,004.925 普通預金1.032.026……三井信託銀行 新宿西口支店

現 金 32. 899

会 計 刷木 三校子 高井 敬子

厳正に重査いたしました結果、正確に記載されており、間違いか、ことを柾嘱いたします。
金子 京子

編
集
後
記

1的3午4月12日 合計整査 薫井 麟忘

●
四
月
の
支
部
総
会
を
始
め
と
す
る
本
部

支
部
主
催
の
行
革
の
数
々
、
春
の
陽
気
に

も
誘
ね
れ
新
米
編
集
部
貝
と
し
て
は
、
原

稿
依
頼
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
べ
く
出
来
る
限

り
参
加
し
て
み
た
の
で
す
か
な
か
な
か
充

実
し
た
内
容
で
し
た
。

尚
九
月
の
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ

〃
高
齢

社
会
〃
に
つ
い
て
は
沢
山
の
御
意
見
が
寄

せ
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
次
号
は
原

稿
の
山
に
囲
ま
れ
る
の
で
は
を
い
か
と
大

い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

(
F
)

●
不
慣
れ
な
編
集
の
仕
事
も
、
ベ
テ
ラ
ン

の
皆
様
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
一
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
木
々
の
み
ど
り
も
、
若

葉
か
ら
深
緑
へ
と
移
り
変
っ
て
、
い
よ
い

よ
夏
も
間
近
と
言
う
時
、
「
と
も
し
ぴ
」
1
4

号
を
お
と
ど
け
す
る
事
が
出
来
、
気
分
も

晴
れ
や
か
で
す
。

(
S
)

●
今
回
の
ご
成
婚
報
道
の
中
で
、
三
十
四

年
前
の
両
陛
下
ご
成
婚
時
の
映
像
も
放
映

さ
れ
て
い
た
。
お
馬
車
の
パ
レ
ー
ド
が
行

く
麺
町
辺
り
も
四
谷
の
町
も
ま
だ
ま
だ
家

並
が
低
く
、
電
柱
だ
け
か
目
立
っ
て
い
る
。

改
め
て
こ
の
三
十
四
年
間
の
日
本
の
繁

栄
と
変
貌
を
見
る
思
い
で
あ
っ
た
。
次
の

三
十
年
間
に
、
私
た
ち
は
何
を
待
、
何
を

残
し
て
行
け
る
だ
ろ
う
か
。

(
H
)

と
も
し
び
十
四
号

発
行
日

一
九
九
三
年
七
月
一
日

発
行
大
学
婦
人
協
会
東
京
支
部
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し
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編
集
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〒
脚
新
宿
区
新
宿
七
十
七
十
八
戸
山
マ
ン
シ
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七
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刷
タ
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